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宮
城
県
商
工
会
連
合
会

会
長　

齋　

藤　

富　

嗣

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
新
し
い
年
を
迎
え
る
に

令
和
八
年
の
新
春
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
は
、
台
風
や
豪
雨
等
に
よ

る
自
然
災
害
の
発
生
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
原
材
料
価
格
の
高
騰
、
食
料

品
を
中
心
と
し
た
物
価
高
、
米
国

に
よ
る
関
税
措
置
の
影
響
や
最
低

賃
金
の
上
昇
な
ど
、
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
に
と
っ
て
大
変
厳

し
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。

商
工
会
地
域
で
は
、
コ
ス
ト
上

昇
分
の
価
格
転
嫁
が
進
ま
ず
、
構

造
的
な
人
手
不
足
に
よ
る
労
務
費

の
上
昇
、省
力
化
設
備
投
資
対
策
、

創
業
促
進
、
事
業
承
継
問
題
、
防

災
・
減
災
対
策
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
へ
の
対
応
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

る
経
営
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
昨
年
十
一
月
に

東
京
で
開
催
さ
れ
た
「
第
六
十
五

回
商
工
会
全
国
大
会
」
で
は
、
全

国
各
地
か
ら
約
三
千
名
の
商
工
会

関
係
者
が
出
席
し
、
高
市
内
閣
総

理
大
臣
を
は
じ
め
数
多
く
の
ご
来

賓
ご
臨
席
の
も
と
、「
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
向
け
支
援
施
策
の

大
幅
拡
充
」「
地
方
創
生
実
現
に

向
け
た
支
援
施
策
の
実
施
」「
最

低
賃
金
の
引
き
上
げ
等
に
伴
う
社

会
保
険
料
等
の
負
担
軽
減
」な
ど
、

六
項
目
に
つ
い
て
決
議
い
た
し
ま

し
た
。

本
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
商

工
会
全
国
大
会
で
の
決
議
の
趣
旨

を
踏
ま
え
、
県
下
三
十
三
商
工
会

と
一
体
と
な
り
、
会
員
事
業
所
の

事
業
継
続
を
支
え
る
た
め
、
伴
走

支
援
に
徹
す
る
と
と
も
に
、
地
域

の
特
色
を
活
か
し
た
地
域
振
興
事

業
に
取
り
組
み
、
商
工
会
地
域
の

活
性
化
や
持
続
的
発
展
を
支
え
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
の
進
展
な
ど
、
地
域
経
済
・
社

会
の
先
行
き
が
不
透
明
の
中
で
、

地
域
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め

に
は
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
の
連
帯
に
よ
る
地
方
創
生
へ
の

取
り
組
み
が
不
可
欠
で
す
。
商
工

会
は
地
域
唯
一
の
総
合
経
済
団
体

と
し
て
、
社
会
的
役
割
や
公
共
的

使
命
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
会

員
の
皆
様
の
実
情
に
応
じ
た
、
き

め
細
や
か
な
支
援
を
実
施
す
る
体

制
を
維
持
・
強
化
し
、
組
織
を
あ

げ
て
各
種
事
業
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

本
年
も
役
職
員
一
丸
と
な
っ

て
、
業
務
の
効
率
化
、
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
の
徹
底
を
図
り
、
会
員

事
業
所
の
支
援
に
全
力
を
注
ぐ
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
会
員
の

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
商

工
会
事
業
へ
の
な
お
一
層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

結
び
に
、
商
工
会
員
の
皆
様
並

び
に
関
係
各
位
に
と
り
ま
し
て
、

本
年
が
大
き
く
飛
躍
し
、
明
る
い

一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

宮
城
県
知
事村　

井　

嘉　

浩

当
た
り
、
県
民
の
皆
様
の
御
健
勝

と
御
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
秋
に
行
わ
れ
た
知
事
選
挙
に

お
い
て
、
県
民
の
皆
様
か
ら
の
負

託
を
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
県
政

運
営
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
六
期
目
と
い
う

県
政
史
上
初
め
て
と
な
る
重
責
を

前
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
新

た
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
謙
虚

な
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
現
場
に
足
を
運
ん
で
、
県

民
の
皆
様
と
の
対
話
を
重
ね
な
が

ら
、
様
々
な
課
題
の
解
決
に
全
力

で
ま
い
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。昨

年
は
、
第
四
十
八
回
全
国
育

樹
祭
や
第
六
十
一
回
献
血
運
動
推

進
全
国
大
会
が
本
県
で
開
催
さ

れ
、
こ
れ
ら
の
大
会
を
通
し
て
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
ま
も
な
く

十
五
年
と
な
る
宮
城
の
姿
を
広
く

発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
被
災
地
の
実
情
に
応
じ
た

き
め
細
か
な
サ
ポ
ー
ト
を
継
続

し
、
全
て
の
県
民
の
皆
様
に
復
興

を
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

さ
て
、
本
県
は
こ
れ
か
ら
本
格

的
な
人
口
減
少
の
局
面
を
迎
え
る

中
、
地
域
経
済
・
社
会
の
持
続
性

を
確
保
し
、
更
な
る
変
革
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
大
き
な
課
題
に
向

き
合
い
な
が
ら
、
大
規
模
化
・
多

様
化
す
る
自
然
災
害
へ
の
備
え
や

依
然
と
し
て
続
く
物
価
高
騰
に
も

対
応
し
て
い
く
た
め
、「
新
・
宮

城
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
掲
げ
る

「
宮
城
の
将
来
像
」
実
現
に
向
け

た
取
組
を
着
実
に
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

誰
も
が
希
望
を
持
ち
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
、
活
力
に
あ
ふ
れ
た

新
し
い
宮
城
の
創
造
を
目
指
し
、

今
年
は
「
人
口
減
少
対
策
」
に
重

点
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
特
に
、
首
都
圏
へ
の
流
出
が

続
く
若
者
や
女
性
か
ら
選
ば
れ

る
、
魅
力
あ
る
地
域
・
職
場
づ
く

り
を
進
め
る
と
と
も
に
、子
ど
も
・

子
育
て
を
社
会
全
体
で
支
え
る
環

境
の
整
備
、
半
導
体
な
ど
の
産
業

誘
致
に
よ
る
質
の
高
い
雇
用
創
出

を
推
進
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
労

働
力
人
口
が
減
少
す
る
中
で
も
、

産
業
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
向

上
さ
せ
て
い
く
に
は
、
Ｄ
Ｘ
（
デ

ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
の
活
用
が
不
可
欠
で
あ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
活
用
を
進
め
、
人
手
不

足
の
解
消
と
生
産
性
向
上
を
力
強

く
後
押
し
し
て
ま
い
り
ま
す
。

未
来
へ
と
続
く
持
続
可
能
な
宮

城
県
を
築
き
上
げ
る
た
め
、
全
身

全
霊
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
商
工
会
及
び
商
工

会
連
合
会
の
皆
様
の
一
層
の
御
理

解
と
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
支
援
と

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
支
援
と

地
方
創
生
に
向
け
て

地
方
創
生
に
向
け
て

更
な
る
変
革
を
目
指
す
年
に

更
な
る
変
革
を
目
指
す
年
に
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去
る
十
一
月
二
十
一
日
か
ら

二
十
三
日
の
三
日
間
、東
京
都「
池

袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
」
に
て

「
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
物
産
展
」
が
開

催
さ
れ
た
。

全
国
か
ら
厳
選
さ
れ
た
百
九
十

七
事
業
者
が
集
結
す
る
な
か
、
本

県
か
ら
は
、
三
社
が
出
展
し
た
。

㈲
風
月
堂
（
河
南
桃
生
商
工
会
）

か
ら「
ず
ん
だ
」を
使
用
し
た「
餅
」

や
「
シ
ェ
イ
ク
」、
㈱
陣
中
（
名

取
市
商
工
会
）
か
ら
仙
台
名
物
の

「
牛
タ
ン
」、
宮
城
の
郷
土
料
理
ご

っ
つ
ぉ
う
さ
ん
（
大
河
原
町
商
工

会
）
か
ら
「
は
ら
こ
め
し
」
や
「
お

く
ず
か
け
」
な
ど
、
宮
城
な
ら
で

は
の
逸
品
を
Ｐ
Ｒ
し
販
売
を
行
っ

た
。ま

た
、
特
設
ブ
ー
ス
と
し
て
、

全
国
各
地
の
銘
酒
が
楽
し
め
る

「
酒
ズ
キ
横
丁
」、
ご
当
地
の
ソ
ウ

ル
ド
リ
ン
ク
が
勢
揃
い
し
た
「
ご

当
地
ド
リ
ン
ク
ス
タ
ン
ド
」、
絶

品
ス
イ
ー
ツ
が
集
ま
っ
た
「
ス
イ

ー
ツ
セ
レ
ク
ト
」、
さ
ら
に
北
陸

三
県
を
応
援
す
る
「
ほ
く
り
く
う

ま
い
も
の
マ
ル
シ
ェ
」
な
ど
も
設

置
さ
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
を
見
せ
た
。

三
日
間
で
約
八
万
三
千
人
が
来

場
し
、
全
国
各
地
の
選
り
す
ぐ
り

の
味
覚
と
名
品
を
求
め
る
来
場
者

で
通
路
が
溢
れ
る
ほ
ど
の
賑
わ
い

と
な
り
、
会
場
は
終
始
活
気
に
満

ち
て
い
た
。

宮
城
の
魅
力
を
全
国
へ
発
信
！

宮
城
の
魅
力
を
全
国
へ
発
信
！

︱︱
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
物
産
展
に
本
県
三
社
が
出
展

ニ
ッ
ポ
ン
全
国
物
産
展
に
本
県
三
社
が
出
展
︱︱

リ
ス
ク
管
理
の
強
化

一
、
小
規
模
事
業
者
の
活
動
を
後

押
し
す
る
税
制
・
金
融
制
度

の
整
備

一
、
小
規
模
事
業
者
を
支
え
る
商

工
会
の
機
能
・
組
織
力
強
化

十
一
月
二
十
日
、
第
六
十
五
回

商
工
会
全
国
大
会
が
東
京
都
「
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
」
を
会
場
に
、
本
県

商
工
会
長
等
七
十
六
名
を
含
む
、

全
国
各
地
の
商
工
会
関
係
者
約

三
千
名
が
参
加
し
盛
大
に
開
催
さ

れ
た
。

大
会
に
は
、
高
市
早
苗
内
閣
総

理
大
臣
、
赤
澤
亮
正
経
済
産
業
大

臣
（
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
）
の

他
、
小
林
鷹
之
自
由
民
主
党
政
務

調
査
会
長
、
藤
田
文
武
日
本
維
新

の
会
共
同
代
表
、
野
田
佳
彦
立
憲

民
主
党
代
表
、
玉
木
雄
一
郎
国
民

民
主
党
代
表
、
斉
藤
鉄
夫
公
明
党

代
表
ら
多
く
の
政
党
代
表
や
国
会

議
員
、
関
係
機
関
が
来
賓
と
し
て

出
席
さ
れ
た
。

全
国
商
工
会
連
合
会 

森
会
長

の
開
会
挨
拶
に
続
い
て
登
壇
し
た

高
市
総
理
は
、「
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
は
最
低
賃
金
引
上
げ

や
物
価
高
、
人
手
不
足
な
ど
厳
し

い
状
況
に
あ
る
。
政
府
と
し
て
は

暮
ら
し
を
守
り
、
未
来
へ
の
不
安

を
希
望
に
変
え
る
政
策
を
果
断
に

実
行
し
て
い
く
」
と
述
べ
た
。
特

に
物
価
高
対
策
を
最
優
先
と
し
、

事
業
者
へ
の
負
担
を
軽
減
し
つ
つ

継
続
的
な
賃
上
げ
を
可
能
に
す
る

環
境
整
備
が
政
府
の
役
割
で
あ
る

と
強
調
し
た
。

さ
ら
に
、
生
産
性
向
上
支
援
、

事
業
承
継
や
Ｍ
＆
Ａ
の
環
境
整

備
、
価
格
転
嫁
対
策
を
通
じ
て
賃

上
げ
と
設
備
投
資
を
後
押
し
す
る

方
針
を
示
し
た
。
賃
上
げ
税
制
を

活
用
で
き
な
い
事
業
者
に
は
重
点

支
援
地
方
交
付
金
を
活
用
し
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
支
援
を
行
う

こ
と
、販
路
開
拓
や
デ
ジ
タ
ル
化
、

省
力
化
投
資
を
補
助
金
と
伴
走
支

援
で
支
え
る
こ
と
も
表
明
し
た
。

最
後
に
「
政
策
の
効
果
を
全
国

津
々
浦
々
に
届
け
る
に
は
商
工
会

の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
」
と
述

べ
、今
後
の
連
携
を
呼
び
か
け
た
。

ま
た
、
大
会
決
議
に
つ
い
て
意

見
表
明
が
な
さ
れ
、
次
の
六
項
目

が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

一
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

向
け
支
援
施
策
の
大
幅
拡
充

一
、
地
方
創
生
実
現
に
向
け
た
支

援
施
策
の
実
施

一
、
最
低
賃
金
の
引
上
げ
等
に
伴
う

社
会
保
険
料
等
の
負
担
軽
減

一
、
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
と

商
工
会
全
国
大
会
前
日
の
十
一

月
十
九
日
、
齋
藤
県
連
会
長
を
筆

頭
に
本
会
三
役
が
衆
参
両
議
員
会

館
を
訪
問
し
、
本
県
選
出
等
の

国
会
議
員
十
一
名
に
対
し
、
第

六
十
五
回
商
工
会
全
国
大
会
の
決

議
内
容
を
踏
ま
え
た
要
望
書
を
提

出
し
た
。
要
望
書
に
は
、
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
向
け
支
援
施

策
の
大
幅
拡
充
、
小
規
模
事
業
者

の
活
動
を
後
押
し
す
る
税
制
・
金

融
制
度
の
整
備
、
小
規
模
事
業
者

を
支
え
る
商
工
会
の
機
能
・
組
織

力
向
上
を
は
じ
め
と
す
る
六
つ
の

項
目
を
柱
と
し
た
各
種
支
援
策
が

記
載
さ
れ
て
お
り
、
本
会
三
役
か

ら
各
国
会
議
員
に
対
し
早
期
か
つ

安
定
的
に
支
援
策
を
講
じ
て
い
た

だ
く
よ
う
要
望
し
た
。

祝辞を述べる高市早苗総理大臣

全国より約3000名が参加した全国大会

櫻井充参議院議員へ要望書を提出本県からの出展事業者 ㈱陣中

「
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
向
け
支
援
施
策
の

「
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
向
け
支
援
施
策
の

大
幅
拡
充
」等
六
項
目
の
大
会
決
議
を
採
択

大
幅
拡
充
」等
六
項
目
の
大
会
決
議
を
採
択

︱
第
六
十
五
回
商
工
会
全
国
大
会
︱

︱
第
六
十
五
回
商
工
会
全
国
大
会
︱

本
県
選
出
等
国
会
議
員
に

本
県
選
出
等
国
会
議
員
に

要
望
書
を
提
出

要
望
書
を
提
出
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去
る
十
月
三
十
日
、
Ｊ
Ｃ
２
１

教
育
セ
ン
タ
ー
に
て
九
名
の
会
員

事
業
者
の
参
加
の
も
と
、
デ
ジ
タ

ル
化
推
進
人
材
育
成
講
習
会
を
開

催
し
た
。

今
回
の
講
習
会
は
、
グ
ロ
ー
カ

ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
㈱
ト
ッ
プ
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
武
田
知
浩
氏
を

講
師
に
迎
え
、
現
場
で
活
用
で
き

る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
習
得
を
通

し
、
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
人
材
の
育

成
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
。

講
習
会
前
半
で
は
、
中
小
企
業

に
と
っ
て
の
Ｄ
Ｘ
と
は
、
経
営
課

題
解
決
の
手
段
で
あ
り
、
ま
ず
社

内
の
非
効
率
を
解
決
す
る
「
守
り

の
Ｄ
Ｘ
」
か
ら
取
り
組
む
こ
と
が

基
盤
に
な
る
と
解
説
さ
れ
た
。

生
成
Ａ
Ｉ
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

は
、
文
書
作
成
や
情
報
整
理
に
よ

る
作
業
ス
ピ
ー
ド
の
向
上
、
多
様

な
事
例
や
視
点
か
ら
新
し
い
ア
イ

デ
ア
を
創
出
で
き
る
点
が
挙
げ
ら

れ
た
。
生
成
Ａ
Ｉ
を
導
入
す
る
第

一
歩
と
し
て
、
自
社
の
業
務
を
棚

卸
し
し
、
ど
の
業
務
に
活
用
で
き

る
か
を
具
体
的
に
言
語
化
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
説
明
。

後
半
で
は
、
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
の

生
成
Ａ
Ｉ
「
Ｇ
ｅ
ｍ
ｉ
ｎ
ｉ
」
を

用
い
て
、
新
製
品
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
稿

文
の
考
案
や
、
提
案
書
素
案
の
作

成
な
ど
、
日
常
業
務
に
直
結
す
る

具
体
的
な
事
例
を
通
じ
て
操
作
を

学
習
し
た
。
ま
た
、
情
報
の
「
整

理
」
と
「
要
約
」
に
特
化
し
、
特

定
の
情
報
源
か
ら
の
回
答
の
み
を

出
力
で
き
る
Ａ
Ｉ
「
Ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
ｂ

ｏ
ｏ
ｋ
Ｌ
Ｍ
」
の
活
用
法
も
紹
介

さ
れ
た
。

最
後
に
武
田
氏
は
、
生
成
Ａ
Ｉ

は
「
あ
な
た
専
属
の
賢
い
相
棒
」

で
あ
り
、「
ま
ず
、
使
っ
て
み
る
」

こ
と
が
最
も
大
切
だ
と
強
調
し

た
。今

回
の
講
習
会
は
、
参
加
事
業

者
に
と
っ
て
業
務
改
革
と
意
識
改

革
を
促
し
、
Ｄ
Ｘ
推
進
を
実
現
す

る
き
っ
か
け
と
な
る
有
益
な
機
会

と
な
っ
た
。

近
年
、
Ｅ
Ｃ
市
場
の
拡
大
は
加

速
し
て
お
り
、
こ
の
変
化
に
対
応

す
る
こ
と
は
、
事
業
の
継
続
と
発

展
に
お
い
て
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
商
工
会
で
は
低
コ
ス
ト

で
手
軽
に
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を
開

設
で
き
る
「
カ
ラ
ー
ミ
ー
シ
ョ
ッ

プ
」の
活
用
を
積
極
的
に
推
進
し
、

事
業
者
様
の
販
路
の
デ
ジ
タ
ル
化

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
以
下

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

①
商
圏
を
全
国
へ
広
げ
ら
れ
る

②
初
期
費
用
が
抑
え
ら
れ
る

③
営
業
時
間
の
制
限
が
な
い

カ
ラ
ー
ミ
ー
シ
ョ
ッ
プ
は
ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ
初
心
者
の
方
に
も
安

心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う

充
実
し
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え

て
お
り
、
操
作
方
法
か
ら
集
客
ノ

ウ
ハ
ウ
ま
で
、
商
工
会
と
カ
ラ
ー

ミ
ー
シ
ョ
ッ
プ
が
一
体
と
な
っ

て
、
事
業
を
力
強
く
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
ま
す
。

事
業
の
新
た
な
可
能
性
を
広
げ

る
た
め
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ
導
入
を
ご
検
討
下
さ

い
。
詳
し
い
内
容
は
最
寄
り
の
商

工
会
ま
で
。

こ
れ
か
ら
は
じ
め
る
Ｄ
Ｘ
！

こ
れ
か
ら
は
じ
め
る
Ｄ
Ｘ
！  

自
社
で
使
え
る

自
社
で
使
え
る

生
成
Ａ
Ｉ
活
用
に
よ
る
業
務
効
率
化
の
第
一
歩

生
成
Ａ
Ｉ
活
用
に
よ
る
業
務
効
率
化
の
第
一
歩

︱
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
人
材
育
成
講
習
会
︱

︱
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
人
材
育
成
講
習
会
︱

――  

新
し
い
販
路
を
開
拓
！

新
し
い
販
路
を
開
拓
！

　
　

商
工
会
が
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
導
入
を

　
　

商
工
会
が
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
導
入
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す  

――

実際にPCを操作しながら学ぶ参加者

はじめてのネット販売で カラーミーショップが選ばれる４つの理由

１．デザインはテンプレートを選ぶだけ ２．成長に合わせて機能追加

３．お役立ち動画で理解がはかどる ４．充実のサポート体制

月額費用０円

とにかくコストを抑えて始めたい方におすすめ

●初期費用：0 円 ●決済手数料：6.6%+30 円

●登録商品画像数：～４枚/１商品 ●ディスク容量：200MB
※決済方法にクレジットカードを追加する場合利用料 1,100 円/月

全国国民年金基金の支部より
ご連絡させていただきます。
ご入力いただいた情報につい
て、商工会、商工会連合会と
共有する場合があることを了
承のうえ、資料請求ください。

資料請求はこちら

お住いの地域の支部につながります。
ご所属の商工会名をお伝えください。

0120-65-4192 平日9：00～17：00

ぜひ、この機会に国民年金基金へのご加入をご検討ください。
注）ご加入できる方は、個人事業主等の国民年金第一号被保険者の方です。
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【
事
業
概
要
】

は
さ
ま
や
酒
造
店
は
一
七
五
七

年
（
江
戸
時
代
中
期
）
に
現
在
の

栗
原
市
高
清
水
で
創
業
し
ま
し

た
。
県
北
の
米
ど
こ
ろ
に
位
置

し
、
さ
ら
に
明
治
天
皇
の
御
前
水

と
し
て
献
上
さ
れ
た
湧
水
を
活
か

し
て
、
創
業
以
来
、
造
り
酒
屋
と

し
て
地
域
と
共
に
歩
ん
で
き
ま
し

た
。そ

の
後
、
宮
城
県
沖
地
震
に
よ

り
酒
蔵
が
被
害
を
受
け
、
自
社
で

の
酒
造
り
を
一
時
中
断
せ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
栗
原
市
金

成
地
区
に
あ
る
萩
野
酒
造
㈱
に
製

造
を
委
託
し
、
十
二
代
目
の
女
性

蔵
元
と
し
て
酒
造
り
に
携
わ
り
、

少
量
な
が
ら
も
生
産
を
続
け
て
お

り
ま
す
。

【
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
】

二
〇
二
〇
年
に
関
西
か
ら
新
た

に
杜
氏
を
迎
え
、
二
〇
二
二
年
に

は
酒
造
り
を
一
部
再
開
し
ま
し

た
。
自
家
醸
造
復
活
の
第
一
歩
と

し
て
、
地
元
の
リ
ン
ゴ
農
家
と

協
力
し
「
く
り
は
ら
り
ん
ご
リ

キ
ュ
ー
ル
」
を
製
造
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
味
は
良
い
の
に
小
傷
な

ど
の
理
由
で
出
荷
で
き
な
い
リ
ン

ゴ
に
新
た
な
価
値
を
見
い
出
せ
な

い
か
と
考
え
た
取
り
組
み
で
あ

り
、
お
客
様
か
ら
も
ご
好
評
を
頂

い
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
地
域

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
地
元
農
産

物
の
消
費
拡
大
の
思
い
を
基
盤
と

し
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
認
証
を
取
得
し
、

栗
原
市
一
迫
地
区
で
栽
培
さ
れ
た

有
機
サ
サ
ニ
シ
キ
を
使
用
し
た
県

内
初
と
な
る
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
日
本

酒
の
製
造
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。

【
商
工
会
と
の
関
わ
り
】

当
時
の
蔵
元
で
あ
る
父
が
商
工

会
長
を
務
め
る
な
ど
、
商
工
会
と

の
関
わ
り
は
古
く
、
現
在
で
も
日

本
酒
の
海
外
販
路
開
拓
や
生
産
設

備
の
導
入
に
あ
た
り
、
補
助
金
の

活
用
を
含
め
た
計
画
策
定
に
お
い

て
商
工
会
か
ら
支
援
を
受
け
て
い

ま
す
。計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

丁
寧
に
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
、
具

体
的
な
数
値
目
標
の
設
定
や
そ
の

算
出
根
拠
の
提
示
、
目
標
達
成
に

向
け
た
販
路
開
拓
案
の
策
定
な
ど

多
角
的
な
視
点
か
ら
支
援
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
計
画
策
定
後
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
至
る
ま
で
、

継
続
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
お

り
ま
す
。

【
今
後
の
展
望
】

今
後
、
幅
広
く
生
産
拡
大
し
て

い
く
に
は
様
々
な
高
い
ハ
ー
ド
ル

が
あ
る
の
が
現
状
で
す
。し
か
し
、

製
造
を
再
開
す
る
に
あ
た
っ
て
の

こ
だ
わ
り
と
し
て
、「
自
社
の
歴

史
の
火
を
絶
や
さ
ぬ
よ
う
、
小
さ

な
醸
造
元
と
し
て
ク
ラ
フ
ト
製
法

の
発
想
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
日
本
酒

を
造
る
」
と
い
う
強
い
想
い
が
あ

り
ま
し
た
。

小
さ
な
醸
造
元
で
あ
る
が
故
の

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
軽
さ
や
、
新
た

な
取
り
組
み
へ
の
意
欲
は
大
き
な

強
み
と
な
っ
て
お
り
、
先
述
の

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
日
本
酒
や
樫
樽
熟

成
な
ど
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
従
来
の
酒
造
の
枠

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
異
な

る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
分
野
の
仲

間
や
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
地
域
の
皆
様
と
共
に
歩
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「阿佐緒」宮城の女流歌人・
原阿佐緒をイメージしたお酒

瓶詰作業中

元気な事業所紹介

「栗原市最古の酒蔵復活への歩み」
～小型醸造所の強みを活かした女性蔵元のチャレンジ～
はさまや酒造店　代表　狩野　香織　氏
所在地：宮城県栗原市高清水中町8　　ＴＥＬ：0228－58－2002　　ＦＡＸ：0228－58－2831
メールアドレス：hasamaya.kurihara@gmail.com
ホームページＵＲＬ：https://hasamaya.stores.jp/

宮 城 県 火 災 共 済 協 同 組 合

その他の共済

―§ 宮 城 の 中 小 企 業 を 応 援 し ま す §―

(地震・水害等の被災時の事業継続を支援)

休業対応応援共済
お問い合わせ・お申込みは お 近 く の 商 工 会 へ

火災共済+
（あなたの財産を守る）

自動車共済
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功
」
で
す
。
目
ざ
と
く
気
づ
け
ば

リ
ス
ク
無
く
事
業
を
太
く
成
長

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
予

期
せ
ぬ
成
功
」
を
活
用
す
る
に

は
、
常
日
頃
か
ら
ア
ン
テ
ナ
を
張

り
「
顧
客
や
市
場
か
ら
の
要
望
」

を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
姿
勢
が
大
切
で

す
。「
あ
の
珍
し
い
取
引
依
頼
を

他
企
業
に
展
開
で
き
な
い
か
？
」

と
考
え
続
け
る
事
が
重
要
で
す
。

■
②
ギ
ャ
ッ
プ
を
探
す

こ
れ
は
、
業
界
内
の
慣
習
を
疑

う
こ
と
か
ら
始
ま
る
機
会
で
す
。

例
え
ば
、
理
容
店
の
千
円
カ
ッ

ト
を
始
め
た
Ｑ
Ｂ
ハ
ウ
ス
が
良
い

事
例
で
す
。そ
れ
ま
で
理
容
店
は
、

シ
ャ
ン
プ
ー
・
カ
ッ
ト
・
顔
そ

り
・
整
髪
の
セ
ッ
ト
が
当
た
り
前

で
し
た
。「
伸
び
た
髪
を
切
っ
て

ほ
し
い
だ
け
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
に

と
っ
て
過
剰
サ
ー
ビ
ス
で
は
な
い

か
？
」
と
考
え
た
創
業
者
は
、
十

分
千
円
で
利
便
性
の
良
い
駅
ナ
カ

へ
の
出
店
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
は
大
成
功
。
千
円
カ
ッ
ト

の
理
容
店
市
場
を
新
た
に
作
り
出

す
ま
で
に
成
長
し
ま
し
た
。

業
界
内
の
慣
習
が
、
世
の
中
の

常
識
と
異
な
っ
て
い
る
、
つ
ま
り

「
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
」
場
合
に
、

そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
取
り
去
る
こ
と

で
、
業
界
内
で
ユ
ニ
ー
ク
な
ポ
ジ

シ
ョ
ン
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。こ
れ
は「
破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
」
と
も
言
わ
れ
、
既
存
市

場
へ
機
能
や
サ
ー
ビ
ス
が
シ
ン
プ

ル
な
も
の
を
提
供
し
、
新
顧
客
層

向
け
に
成
長
さ
せ
、
次
第
に
既
存

市
場
を
破
壊
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
で
も
あ
り
ま
す
。

■
③
ニ
ー
ズ
を
見
つ
け
る

あ
ま
り
に
一
般
的
な
表
現
で
す

が
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
と

し
て
の
ニ
ー
ズ
と
は
、
具
体
的
な

ニ
ー
ズ
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

例
え
ば
、
小
柄
女
性
向
け
ア
パ

レ
ル
ブ
ラ
ン
ド
の
「
Ｃ
Ｏ
Ｈ
Ｉ
Ｎ

Ａ
（
コ
ヒ
ナ
）」
が
該
当
し
ま
す
。

創
業
者
は
、自
身
が
小
柄
で
あ
り
、

一
般
ブ
ラ
ン
ド
で
は
サ
イ
ズ
が
合

わ
な
い
こ
と
に
憤
り
を
抱
え
て
い

ま
し
た
。
大
学
在
学
中
に
起
業
を

志
す
も
の
の
、
ど
こ
ま
で
ニ
ー
ズ

が
あ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
れ
で
も
「
自
分
自
身
が
渇

望
し
て
い
る
か
ら
、
同
じ
悩
み
を

抱
え
る
人
は
い
る
は
ず
」
と
信
じ

て
起
業
。
イ
ン
ス
タ
ラ
イ
ブ
な
ど

を
通
じ
て
徐
々
に
お
客
様
を
獲
得

し
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
て
い
き
ま

し
た
。

こ
の
機
会
も
、
業
界
の
理
解
が

必
要
で
あ
り
、
満
た
さ
れ
て
い
な

い
具
体
的
な
ニ
ー
ズ
を
発
掘
す
る

ア
ン
テ
ナ
と
、
ブ
レ
な
い
問
題
意

識
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

■
④
産
業
構
造
の
変
化
を
知
る

こ
の
機
会
は
、
業
界
の
外
に
い

る
者
が
旧
態
依
然
と
す
る
業
界
構

造
を
解
体
す
る
事
を
指
し
ま
す
。

例
え
ば
、
リ
ク
ル
ー
ト
が
展
開

す
る
ホ
ッ
ト
ペ
ッ
パ
ー
事
業
が
該

当
し
ま
す
。
そ
れ
ま
で
飲
食
店
探

し
は
利
用
者
が
ひ
と
つ
ひ
と
つ
地

道
に
探
し
て
お
り
、
大
変
手
間
が

か
か
り
ま
す
。
そ
こ
へ
飲
食
店
探

し
の
冊
子
や
ネ
ッ
ト
予
約
サ
ー
ビ

ス
を
展
開
し
、
一
挙
に
飲
食
店
集

客
の
イ
ン
フ
ラ
を
構
築
し
ま
し

た
。
ま
さ
に
「
ネ
ッ
ト
で
飲
食
店

探
し
を
効
率
的
に
行
う
よ
う
に
な

る
」
と
い
う
産
業
構
造
の
変
化
に

対
応
し
た
事
例
で
す
。
同
様
に
、

ア
マ
ゾ
ン
や
楽
天
な
ど
も
こ
の
よ

う
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

次
回
以
降
に
残
り
の
⑤
～
⑦
の

機
会
を
説
明
し
ま
す
が
、
こ
の
①

～
④
ま
で
が
活
用
可
能
性
の
高
い

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
後
の
機

会
ほ
ど
活
用
が
困
難
な
機
会
に
な

り
ま
す
。

経
営
相
談
は
、「
社
長
の
挑
戦

を
支
え
る
パ
ー
ト
ナ
ー
。
宮
城
県

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」
の
活
用
を
ご

検
討
頂
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

宮
城
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の
佐

藤
創
で
す
。
本
年
も
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。
本
コ
ラ
ム
で
は
小

規
模
事
業
者
こ
そ
実
現
で
き
る
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
事
業
成
長
に
つ

い
て
お
伝
え
し
て
お
り
ま
す
。
三

回
目
の
テ
ー
マ
は
「
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
七
つ
の
機
会
」
で
す
。

■
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
の
新
結
合
で
、
世
の
中

に
新
し
い
価
値
や
生
活
様
式
を
提

供
す
る
こ
と
、
と
お
伝
え
し
て
き

ま
し
た
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
七

つ
の
機
会
に
つ
い
て
、
実
現
し
や

す
い
順
に
、
ピ
ー
タ
ー
・
ド
ラ
ッ

カ
ー
の
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
起

業
家
精
神
」を
参
考
に
示
し
ま
す
。

①
予
期
せ
ぬ
成
功
と
失
敗
を
利

用
す
る

②
ギ
ャ
ッ
プ
を
探
す

③
ニ
ー
ズ
を
見
つ
け
る

④
産
業
構
造
の
変
化
を
知
る

⑤
人
口
構
造
の
変
化
に
着
目
す

る

⑥
認
識
の
変
化
を
と
ら
え
る

⑦
新
し
い
知
識
を
活
用
す
る

■�

①
予
期
せ
ぬ
成
功
と
失
敗
を
利

用
す
る

最
も
リ
ス
ク
が
小
さ
く
、
活
用

し
や
す
い
機
会
で
す
。
特
に
「
予

期
せ
ぬ
成
功
」
を
活
用
し
ま
し
ょ

う
。「
予
期
せ
ぬ
成
功
」と
は
、思
っ

て
も
い
な
い
ケ
ー
ス
で
売
上
拡
大

し
た
事
象
を
、
更
に
太
く
展
開
す

る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

例
え
ば
、
あ
る
ア
パ
レ
ル
卸
売

業
で
は
、
こ
れ
ま
で
取
引
の
な

か
っ
た
介
護
施
設
か
ら
訪
問
販
売

の
引
き
合
い
が
あ
り
ま
し
た
。
初

め
て
の
こ
と
な
の
で
戸
惑
い
な
が

ら
対
応
し
た
と
こ
ろ
、
介
護
施
設

利
用
者
さ
ん
か
ら
大
変
喜
ば
れ
て

大
盛
況
。
も
し
や
他
の
介
護
施
設

で
も
同
じ
よ
う
に
取
引
拡
大
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
取
り
組

み
、
現
在
で
は
東
北
を
中
心
に
多

く
の
介
護
施
設
と
の
販
路
開
拓
に

成
功
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、「
予
期
せ
ぬ
成

功
」
と
は
「
す
で
に
実
現
し
た
成

小
規
模
事
業
者
こ
そ

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
成
長
戦
略
を
。

宮
城
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の
経
営
コ
ラ
ム
❸
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年の瀬が迫り、空気の冷たさが肌を刺すようになると、
街全体が静かに冬の装いへと変わっていく。寒さは厳し
いが、この季節だからこそ味わえる風情、つまり「冬の
風物詩」には、私たちの心を温め、日々 の生活に静か
な彩を与えてくれる見事な力が溢れている。

▶ 時間の移ろいを実感させる区切り
真夏の照り返しの中、ふと聞こえてくる風鈴の涼やかな

音色、肌寒い冬の夕暮れなどは、季節の変わり目や特定
の時期を知らせてくれる風物詩だ。家族や友人と囲む炬
燵は、単なる暖房器具以上の意味を持つ。足を入れ、み
かんを食べ、他愛もない話をする時間は心の拠りどころとな
る。寒空の下で煌めくイルミネーションは、見る人に高揚感
と安らぎを与える。冷え切った体で口にする湯気の立つお

でんや熱燗、そして屋台から聞こえてくる焼き芋屋のピーッ
という音と名調子な売り声。素朴な食の風物詩は、私たち
の心と胃袋を優しく満たしてくれる。そう、この時期に触れ
る様 な々「熱」は冬の情景に欠かせないのである。かつて、
毎週のようにあった会食の二次会に向かう道中、夜の繁
華街を駆けずり回り、焼き芋と一輪のバラを用意するのが
私のお役目だった。なんとも言い難い大変さとユーモラスな
面白さとが入り混じったあの頃の光景は、今でも色鮮やか
に蘇ってくる。どうやら冬の風物詩には、厳しい寒さを我慢
するものではなく、日常のささやかな楽しみ、愛おしいものへ
と変えてくれる側面があるようだ。
お正月は、先人たちが残してくれたのんびり過ごす心の
静養期間。スマホを脇に置き、おせち料理をつまむ。家
族がテレビを囲み、賑やかな笑い声が響く。散策がてら
出かけてみる。こうした何もしないという贅沢な時間の中か
ら、仕事の新しいアイデアや、なくてはならない人間関係
の価値が、ふとした瞬間に浮かび上がってくるのかもしれな
い。外の寒さと家の中の温もり、人の優しさが同居する情
景の中に、この季節ならではの魅力を垣間見ることができる。
本年も、皆様にとって実り多き一年となりますように。

宮城県商工会連合会嘱託専門指導員
中小企業診断士　工　藤　弘　之
専門分野は事業連携・生産革新。中核的支援
機関で中小企業者等の経営革新や創業支援に
従事。令和 4年 4月から現職。

事業価値を高める
～変化  先取り  ひと工夫  新たな事業活動にチャレンジ～

—ワンポイント経営アドバイス—

自由闊達

業種 時間額 効力発生日
鉄鋼業 1,125円 令和7年12月15日
電子部品・デバイス・電子回路、電気機
械器具、情報通信機械器具製造業 1,077円 令和7年12月15日

自動車小売業 1,101円 令和7年12月15日

宮城県（産業別）最低賃金が改正されました

宮城県最低賃金は、それぞれ上記の金額に引上げとなりました。
詳しいことは、宮城労働局労働基準部賃金室（電話022-299-8841）又は、最寄りの労働基準監督署まで、お問い合わせください。

宮城県最低賃金

1,038円
（効力発生日）
令和7年10月4日
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め
く
く
っ

た
。大

会
二

日
目
は
、

全
国
商
工

会
青
年
部

連
合
会
の

五
つ
の
委

員
会
で
取

り
組
ん
で

い
る
事
業

内
容
の
説

明
な
ど
、
全
国
青
年
部
長
会
議
が

行
わ
れ
た
他
、
本
大
会
に
出
店

（
展
）
し
て
い
る
青
年
部
員
に
よ

る
自
社
商
品
の
Ｐ
Ｒ
が
ス
テ
ー
ジ

上
で
行
わ
れ
た
。

最
後
に
、
全
国
商
工
会
青
年
部

連
合
会
か
ら
次
回
六
十
周
年
記
念

大
会
開
催
の
予
告
が
発
表
さ
れ
、

二
日
間
に
わ
た
る
全
日
程
が
終
了

し
た
。

去
る
十
一
月
二
十
六
日
か
ら

二
十
七
日
の
二
日
間
、
岩
手
県
滝

沢
市
「
ツ
ガ
ワ
未
来
館
ア
ピ
オ
」

を
会
場
に
、「
第
二
十
五
回
商
工

会
青
年
部
全
国
大
会
」
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
た
。
本
大
会
は
、
東
日

本
大
震
災
で
受
け
た
物
的
・
人
的

支
援
に
対
す
る
「
感
謝
」
と
併
せ

て
、「
結
束
力
」「
底
力
」「
突
破

力
」
な
ど
青
年
部
が
持
つ
「
力ち

か
ら

」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
本
県
か

ら
九
十
一
名
を
含
む
、
全
国
か
ら

約
三
千
名
の
青
年
部
員
が
参
加
し

た
。全

国
商
工
会
青
年
部
連
合
会
顕

彰
等
の
授
与
式
で
は
、
女
川
町
商

工
会
青
年
部
（
梶
屋
陽
介
部
長
）

が
、
ま
ち
（
地
域
）
づ
く
り
事
業

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
多
く
の

困
難
を
克
服
し
地
域
の
活
性
化
に

大
き
く
貢
献
し
た
功
績
が
認
め
ら

れ
、「
ま
ち
（
地
域
）
づ
く
り
部

門
」
で
表
彰
さ
れ
、
加
藤
大
輔
前

県
青
連
監
事
（
く
ろ
か
わ
商
工
会

青
年
部
）
に
は
、
永
年
に
わ
た
る

青
年
部
活
動
に
お
け
る
功
績
に
対

し
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
全
国
七
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
に
よ
る
主
張
発
表
全
国

大
会
で
は
、
関
東
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

の
埼
玉
県
久
喜
市
商
工
会
青
年
部
の

竹
下
学
く
ん
が
最
優
秀
賞
に
輝
い

た
。
そ
の
後
、
参
加
者
全
員
に
よ
る

交
流
会
が
行
わ
れ
、
大
会
初
日
を
締

去
る
十
月
十
五
日
、
福
井
県
越

前
市
「
サ
ン
ド
ー
ム
福
井
」
を
会

場
に
、「
第
二
十
六
回
商
工
会
女

性
部
全
国
大
会
㏌
ふ
く
い
」
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
本
大
会

は
、「
実
は
す
ご
～
い
、
浪
漫
あ

ふ
れ
る
福
井
へ
よ
う
こ
そ
！
～
美

食
・
恐
竜
・
伝
統
・
女
性
が
働
く

ま
ち
か
ら
想
い
を
込
め
て
～
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
本
県
か
ら

三
十
名
を
含
む
約
千
六
百
名
の
女

性
部
員
が
参
加
し
た
。

主
張
発
表
全
国
大
会
で
は
、
全

国
六
ブ
ロ
ッ
ク
を
勝
ち
進
ん
だ
代

表
者
に
よ
る
主
張
発
表
が
行
わ
れ

た
。
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て

登
壇
し
た
愛
知
県
み
よ
し
商
工

会
女
性
部
の
柴
田
由
紀
さ
ん
は
、

『「
女
性
部
活
動
に
参
加
し
て
」
一

枚
の
チ
ラ
シ
が
人
生
を
変
え
る
～

婚
活
事
業
か
ら
学
ん
だ
女
性
部
の

魅
力
～
』
と
題
し
、
十
二
年
継
続

し
て
き
た
婚
活
事
業
に
お
い
て
、

女
性
部
員
の
助
言
を
受
け
な
が
ら

チ
ラ
シ
を
刷
新
し
、
参
加
者
の
増

加
に
繋
げ
る
と
と
も
に
、
地
域
の

一
員
で
あ
る
誇
り
を
持
つ
こ
と
に

繋
が
っ
た
と
発
表
し
、
最
優
秀
賞

に
輝
い
た
。

続
い
て
、
ア
パ
ホ
テ
ル
株
式
会

社
取
締
役
社
長　

元
谷
芙
美
子
氏

よ
り
、「
私
が
社
長
で
す
。
～
ア

パ
ホ
テ
ル
躍
進
の
秘
訣
と
経
営
哲

学
～
」
と
題
し
て
基
調
講
演
が
行

わ
れ
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
た
。

最
後
に
、

本
年
度
開
催

地
の
中
部
ブ

ロ
ッ
ク
か
ら

次
回
開
催
の

関
東
ブ
ロ
ッ

ク
へ
と
引
継

ぎ
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ

れ
、
盛
会
裏

に
終
了
し

た
。

大会会場での集合写真大会会場での集合写真

「
い
い
と
こ
、掘
り
だ
く
さ
ん
」

福
井
県
に
全
国
の
女
性
部
員
が
集
結
！

︱
商
工
会
女
性
部
全
国
大
会
︱

次
世
代
の
地
域
を
支
え
る
全
国
の

若
き
事
業
家
三
千
人
が
岩
手
に
集
結
！

︱
商
工
会
青
年
部
全
国
大
会
︱

宮城県からのお知らせ：「みやぎ発展税」の活用実績と成果について紹介します
「みやぎ発展税」は、「富県宮城の実現」に向けた産業振興や、震災の被害最小化に向けた対策を推進するため、平成
20年 3 月に導入したものです。
令和 4年度には、課税期間を 5年間延長し、これまでの取組を継続するとともに、人口減少社会の中での県経済の持
続的な発展や、DX（デジタル・トランスフォーメーション）、激甚化する自然災害などの新たな課題にも積極的に取り
組んでおります。
令和 6年度は「みやぎジョブフェア in インドネシア」の開催及び「大崎市立おおさき日本語学校」の開設に向けた支
援などによる外国人材受入の促進や、県内の中小ものづくり企業の特色や魅力を学生向けに発信し、大卒人材の県内就
職や県内定着につなげることを目的とした産学官連携の組織である「ものづくりカレッジ」の設置など、産業人材の育成・
確保を強く意識しながら取組を進めました。活用実績と成果の詳細については、下記ホームページを御覧ください。
　URL：https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/fukensui/r6hatenzei.html

課税期間
（第 1期）
（第 2期）
（第 3期）
（第 4期）

平成20年 3 月〜令和10年 2 月
平成20年 3 月〜平成25年 2 月（ 5年間）
平成25年 3 月〜平成30年 2 月（ 5年間）
平成30年 3 月〜令和 5年 2月（ 5年間）
令和 5年 3月〜令和10年 2 月（ 5年間）

超過税率
「みやぎ発展税」導入時の宮城県県税
条例第41条（法人事業税）に定める税
率（＝標準税率）の 5％相当額

適用法人

資本金又は出資金の額が 1億円を超え
る法人、若しくは所得が年 4千万円（収
入金額の場合、年 3億 2千万円）を超
える法人等

「みやぎ発展税」 の活用施策

１　産業振興パッケージ
①企業集積促進
②技術高度化支援
③中小企業・小規模事業者活性化
④人材育成促進
⑤人材確保支援
⑥地域産業振興促進

２　災害対策パッケージ
　　（旧：震災対策パッケージ）

①災害に対応する産業活動基盤の強化
②防災体制の整備

◆お問い合わせ先
宮城県経済商工観光部
富県宮城推進室
TEL：022-211-2792
FAX：022-211-2719
E-mail：
fukensuis@pref.miyagi.lg.jp


